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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示面に向けて発光する第１発光領域と、
　前記第１発光領域に対して第１方向に向けて第１距離の位置に配置され、前記表示面に
向けて発光する第２発光領域と、
　前記第２発光領域に対して前記第１方向に向けて前記第１距離よりも小さい第２距離の
位置に配置され、前記表示面に向けて発光する第３発光領域と、
　前記表示面から見た場合において前記第１発光領域と前記第２発光領域との間の位置に
配置され、前記第１方向に第１幅を有する第１導電部と、
　前記表示面から見た場合において前記第２発光領域と前記第３発光領域との間の位置に
配置され、前記第１方向に前記第１幅よりも小さい第２幅を有する第２導電部と、
　を含む表示装置。
【請求項２】
　前記表示面から見た場合において、前記第１発光領域から前記第１導電部までの距離と
、前記第２発光領域から前記第２導電部までの距離とが等しいことを特徴とする請求項１
に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記表示面から見た場合において、前記第２発光領域から前記第１導電部までの距離と
、前記第３発光領域から前記第２導電部までの距離とが等しいことを特徴とする請求項２
に記載の表示装置。
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【請求項４】
　前記第１発光領域、前記第２発光領域および前記第３発光領域の少なくとも１つは、残
りの２つと異なる色で発光することを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記第１発光領域は、前記第３発光領域と同じ色で発光し、前記第２発光領域とは異な
る色で発光することを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記第１導電部と前記第２導電部とは導通していることを特徴とする請求項１に記載の
表示装置。
【請求項７】
　前記第１導電部と前記第２導電部とは、タッチセンサの電極の一部を構成することを特
徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記第１導電部と前記第２導電部とは、遮光性を有することを特徴とする請求項１に記
載の表示装置。
【請求項９】
　前記第１導電部および前記第２導電部は、前記第１発光領域、前記第２発光領域および
前記第３発光領域を覆う絶縁層の同一表面上に接して配置されていることを特徴とする請
求項１に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スマートフォンなどの携帯電子機器において、表示面にタッチセンサ機能を設けた表示
装置が用いられている。タッチセンサ機能を実現するための技術は様々であるが、近年、
投影型静電容量方式のタッチセンサが多く用いられている。投影型静電容量方式を用いた
表示装置は、例えば、特許文献１に開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１６－８１５２９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　タッチセンサ機能を有する表示装置は、例えば、ＯＬＥＤ（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈ
ｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）による表示を行うパネルと、表示面側においてタッ
チセンサの機能を実現するための電極（以下、センサ電極という場合がある）とを備える
。このセンサ電極は、ＯＬＥＤよりも光出射側に設けられるため、透明導電材料を用いて
形成される。このセンサ電極が高い遮光性を有する場合には、センサ電極がＯＬＥＤから
の発光を妨げないような位置に配置され、またはＯＬＥＤからの発光を妨げないような形
状に形成される。しかしながら、表示面の垂直方向から見た場合には、発光を妨げない位
置にセンサ電極が配置されていたとしても、斜め方向から見た場合には、センサ電極が発
光を遮ってしまう場合がある。その結果、表示上の明るさが低下してしまう。
【０００５】
　近年では、カラー表示のための各色の画素の配置パターンが、いわゆるストライプ配置
およびデルタ配置といった単純な配置パターンだけではなく、複雑な配置パターンが採用
されることもある。そのため、センサ電極の位置によっては、センサ電極によって発光を
遮る量が、色によって違いが生じることがあり、その結果、色の割合が変化して色調が変
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わるという表示上の問題を生じる場合もある。
【０００６】
　本発明の目的の一つは、タッチセンサ機能を有する表示装置において、斜め方向から見
た場合に生じる表示上の問題を抑制することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一態様は、表示面に向けて発光する第１発光領域と、前記第１発光領域に対し
て第１方向に向けて第１距離の位置に配置され、前記表示面に向けて発光する第２発光領
域と、前記第２発光領域に対して前記第１方向に向けて前記第１距離よりも小さい第２距
離の位置に配置され、前記表示面に向けて発光する第３発光領域と、前記第１発光領域お
よび前記第２発光領域からの光が到達する位置であるとともに前記表示面から見た場合に
おいて前記第１発光領域と前記第２発光領域との間の位置に配置され、前記第１方向に第
１幅を有する第１導電部と、前記第２発光領域および前記第３発光領域からの光が到達す
る位置であるとともに前記表示面から見た場合において前記第２発光領域と前記第３発光
領域との間の位置に配置され、前記第１方向に前記第１幅よりも小さい第２幅を有する第
２導電部と、を含む表示装置が提供される。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の第１実施形態における表示装置の構成を説明する図である。
【図２】本発明の第１実施形態におけるセンサ電極の形状を説明する図である。
【図３】本発明の第１実施形態におけるセンサ電極の詳細形状を説明する図である。
【図４】本発明の第１実施形態における表示装置の断面構成を示す模式図である。
【図５】本発明の第１実施形態におけるセンサ電極による遮光状態を説明する図である。
【図６】比較例におけるセンサ電極の詳細形状を説明する図である。
【図７】比較例におけるセンサ電極による遮光状態を説明する図である。
【図８】本発明の第２実施形態におけるセンサ電極の詳細形状を説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下に、本発明の各実施の形態について、図面を参照しつつ説明する。なお、開示はあ
くまで一例にすぎず、当業者において、発明の主旨を保っての適宜変更について容易に想
到し得るものについては、当然に本発明の範囲に含有されるものである。また、図面は説
明をより明確にするため、実際の態様に比べ、各部の幅、厚さ、形状等について模式的に
表される場合があるが、あくまで一例であって、本発明の解釈を限定するものではない。
また、本明細書と各図において、既出の図に関して前述したものと同様の要素には、同一
の符号を付して、詳細な説明を適宜省略することがある。
【００１０】
　さらに、本発明の詳細な説明において、ある構成物と他の構成物の位置関係を規定する
際、「上に」「下に」とは、ある構成物の直上あるいは直下に位置する場合のみでなく、
特に断りの無い限りは、間にさらに他の構成物を介在する場合を含むものとする。
【００１１】
＜第１実施形態＞
［概略構成］
　本発明の一実施形態における表示装置は、ＯＬＥＤを用いた有機ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏ
－Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）表示装置である。この例での有機ＥＬ表示装置は、それぞ
れ異なる色を放出する複数のＯＬＥＤを用いて、カラー表示を得ている。この例では、赤
色（Ｒ）の光を放出するＯＬＥＤ、緑色（Ｇ）を放出するＯＬＥＤ、および青色（Ｂ）を
放出するＯＬＥＤが用いられている。
【００１２】
　表示装置は第１基板と第２基板とが貼り合わせ材によって貼り合わされた構成になって
いる。第１基板には、ＯＬＥＤの発光状態を制御するための薄膜トランジスタ（ＴＦＴ：
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Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）等の駆動素子が配置されている。第２基板
は、第１基板上に形成された素子を保護するカバーとなる基板である。なお、第１基板上
に形成された素子を覆うようにカバー層を直接形成すれば、カバーとしての第２基板は存
在しなくてもよい。
【００１３】
　第１基板に配置されたＯＬＥＤからの光は、第１基板側とは反対側に放出され、第２基
板を通してユーザに視認されるトップエミッション方式が用いられている。すなわち、第
２基板側が表示面となる。表示装置は、以下に説明するとおり、タッチセンサ機能を備え
ている。この例では、タッチセンサ機能は、静電容量型、より詳細には相互容量方式によ
り表示面への指およびスタイラス等（以下の説明では単に指という）の接触を検出する。
なお、指と表示面とが接触する場合に限らず、所定の距離が離れていてもよい。すなわち
、タッチセンサは、表示面に対して指が指し示す位置を検出する。
【００１４】
［表示装置の構成］
　図１は、本発明の第１実施形態における表示装置の構成を説明する図である。表示装置
１０００は、第１基板１、第１基板１に貼り合わされた第２基板２、および第１基板１の
端子領域１９９に接続されたＦＰＣ（Ｆｌｅｘｉｂｌｅ　ｐｒｉｎｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉ
ｔｓ）９５０を備える。端子領域１９９は、複数の接続端子が並んで配置されている。Ｆ
ＰＣ９５０には、ドライバＩＣ９０１が実装されている。
【００１５】
　表示装置１０００の第１基板１は、表示領域Ｄ１および駆動回路１０７が配置される領
域を含む。表示領域Ｄ１には、ｘ方向に延在する走査線１０１、およびｘ方向とは異なる
ｙ方向に延在するデータ信号線１０３が配置されている。走査線１０１は、ｙ方向に並ん
で配置されている。データ信号線１０３は、ｘ方向に並んで配置されている。
【００１６】
　この例では、ｘ方向とｙ方向とは垂直に交差している。走査線１０１とデータ信号線１
０３との交差部に対応する位置には、画素１０５が配置されている。画素１０５は、第ｘ
とｙ方向とに沿って並んで配置されている。この例における画素１０５の具体的な配置に
ついては、後述する。なお、図１においては、１つの画素１０５に対して、ｘ方向および
ｙ方向に沿って延びる信号線は、それぞれ１本であるが、それぞれ２本以上であってもよ
い。また、表示領域Ｄ１には電源線等の所定の電圧を供給する配線が配置されてもよい。
【００１７】
　駆動回路１０７は、表示領域Ｄ１の周囲に配置され、走査線１０１に所定の信号を供給
する。この例では、ドライバＩＣ９０１は、外部のコントローラから入力される信号に基
づいて駆動回路１０７を制御すると共に、データ信号線１０３に映像信号等を供給する。
なお、表示領域Ｄ１の周囲に、その他の駆動回路がさらに設けられていてもよい。
【００１８】
　各画素１０５には、画素回路と、発光素子（ＯＬＥＤ）を含む表示素子とが配置されて
いる。画素回路は、例えば、薄膜トランジスタおよびキャパシタを含む。発光素子は、画
素回路の制御によって発光する発光領域を含む。この例では各画素１０５の発光領域は、
赤色、緑色または青色に発光する。なお、発光色は、３色に限らず、さらに多くの種類の
色で発光するようになっていてもよい。
【００１９】
　画素回路は、走査線１０１に供給される制御信号、およびデータ信号線１０３に供給さ
れる映像信号等の各種信号によって、発光素子の発光を制御する。この発光の制御によっ
て、表示領域Ｄ１に画像が表示される。発光素子からの光は第２基板２を通過することに
よって、表示面側において画像としてユーザに視認される。
【００２０】
　また、表示領域Ｄ１には、タッチセンサ８００が配置されている。図１においては、他
の構成との関係の説明を容易にするために、タッチセンサ８００の一部のみを示している
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。タッチセンサ８００は、画素１０５の発光領域よりも第２基板２側に配置されている。
そのため、発光素子からの光は、タッチセンサ８００が設けられた層を通過した後、上述
のように第２基板２を通過することによって、表示面においてユーザに視認される。タッ
チセンサ８００は、第１センサ電極８０１と第２センサ電極８０３との間の静電容量の変
化を検出することによって、表示面に対して指が指し示す位置を検出する。取出配線８８
０は、第１センサ電極８０１および第２センサ電極８０３を端子領域１９９の接続端子に
接続するために用いられる。
【００２１】
［センサ電極の構成］
　図２は、本発明の第１実施形態におけるセンサ電極の形状を説明する図である。第１セ
ンサ電極８０１および第２センサ電極８０３は、それぞれ、ｘ方向およびｙ方向を対角線
とした略正方形の外縁に沿った外形を有する電極であるが、発光領域に対応した位置に開
口部を有することにより、発光領域以外に対応した位置において配置されることによって
、いわゆるメッシュ状の導電体を有している。この例では、第１センサ電極８０１は、遮
光性を有する金属により形成されているが、発光領域からの光は開口部を介して表示面に
向けて通過することができる。なお、第２センサ電極８０３については、第１センサ電極
８０１と同様の構成を有し、すなわち、メッシュ状の導電体を有している。
【００２２】
　ｙ方向に沿って隣接する第２センサ電極８０３は、互いに電気的に接続されている。一
方、ｘ方向に沿って隣接する第２センサ電極８０３は、互いに離隔している。ｘ方向に沿
って隣接する第１センサ電極８０１は、接続電極８０５を介して互いに電気的に接続され
ている。一方、ｙ方向に沿って隣接する第１センサ電極８０１は、互いに離隔している。
タッチセンサ８００は、ｘ方向に沿って接続された第１センサ電極８０１と、ｙ方向に沿
って接続された第２センサ電極８０３とを用いて、静電容量が変化した位置を測定するこ
とによって指が指し示す位置を検出する。なお、図１および図２において、接続電極８０
５は、第１センサ電極８０１および第２センサ電極８０３よりも上層、つまり第２基板２
側に設けられているが、下層、つまり第１基板１側に設けられてもよい。
【００２３】
　図３は、本発明の第１実施形態におけるセンサ電極の詳細形状を説明する図である。図
３は、図２における第１センサ電極８０１について、表示面から見た場合における発光領
域と開口部との位置関係がわかる程度に拡大して示した図である。第１センサ電極８０１
は、開口部８１８を形成するように配置された導電部８１１を含む。開口部８１８は、発
光領域ＬＡからの光を表示面側に通過させるために形成されている。赤色に対応する発光
領域ＬＡをＬＡ－Ｒとして示し、緑色に対応する発光領域ＬＡをＬＡ－Ｇとして示し、青
色に対応する発光領域ＬＡをＬＡ－Ｂとして示している。
【００２４】
　なお、説明の便宜のため、図３の特定の位置における緑色の発光領域をＬＡ－Ｇ１（第
２発光領域）として示している。そして、発光領域ＬＡ－Ｇ１に対してｙ方向に隣接する
赤色の発光領域をＬＡ－Ｒ１（第１発光領域）、ＬＡ－Ｒ２（第３発光領域）として示し
ている。一方、発光領域ＬＡ－Ｇ１に対してｘ方向に隣接する青色の発光領域をＬＡ－Ｂ
１、ＬＡ－Ｂ２として示している。導電部８１１のうち、発光領域ＬＡ－Ｒ１と発光領域
ＬＡ－Ｇ１との間に配置される領域を第１導電部８１１ａとして定義し、発光領域ＬＡ－
Ｒ２と発光領域ＬＡ－Ｇ１との間に配置される領域を第２導電部８１１ｂとして定義する
。第１導電部８１１ａと第２導電部８１１ｂとは、同じ導電部８１１の一部であるから、
互いに導通している。なお、図３においては、発光領域ＬＡ－Ｂ１とこの領域に対してｙ
方向に隣接する発光領域ＬＡ－Ｂ３との間には導電部８１１が配置されていない。ただし
、発光領域ＬＡ－Ｂ１と発光領域ＬＡ－Ｂ３間との間隔によっては、これらの間に導電部
８１１が配置されてもよい。
【００２５】
　ｙ方向に沿って並ぶ画素１０５の発光領域ＬＡは、等間隔で配置されていない。この例
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では、発光領域ＬＡ－Ｒ１と発光領域ＬＡ－Ｇ１との間の距離Ｌ１よりも、発光領域ＬＡ
－Ｒ２と発光領域ＬＡ－Ｇ１との間の距離Ｌ２は小さい。また、第１導電部８１１ａの幅
Ｗ１よりも、第２導電部８１１ｂの幅Ｗ２は小さい。ここでの幅は、ｙ方向に沿った長さ
、すなわち、発光領域ＬＡ－Ｒ１、ＬＡ－Ｇ１、ＬＡ－Ｒ２が並ぶ方向に沿った長さに対
応している。このように隣接する発光領域ＬＡの間の距離が小さいほど、その領域に配置
される導電部８１１の幅が小さくなるように設定されている。なお、このように配置する
と、表示面に対して斜めに見た場合における色割合の変化を抑制することができる。この
効果を奏する理由については、別途説明する。
【００２６】
　また、この例では、各発光領域ＬＡと導電部８１１との間のｙ方向に沿った距離は互い
に等しい。例えば、距離ＳＲ１と距離ＳＧ１と距離ＳＲ２と距離ＳＧ２とが互いに等しい
。距離ＳＲ１は、発光領域ＬＡ－Ｒ１と第１導電部８１１ａとの間の距離である。距離Ｓ
Ｇ１は、発光領域ＬＡ－Ｇ１と第２導電部８１１ｂとの間の距離である。距離ＳＲ２は、
発光領域ＬＡ－Ｒ２と第２導電部８１１ｂとの間の距離である。距離ＳＧ２は、発光領域
ＬＡ－Ｇ１と第１導電部８１１ａとの間の距離である。
【００２７】
　なお、距離ＳＲ１と距離ＳＧ１とが互いに等しく、距離ＳＲ２と距離ＳＧ２とが等しく
、距離ＳＲ１と距離ＳＲ２とが互いに異なっていてもよい。また、距離ＳＲ１、距離ＳＧ
１、距離ＳＲ２、および距離ＳＧ２が互いに異なっていてもよい。このように配置すると
、表示面に対して斜めに見た場合における色割合の変化をさらに抑制することができる。
この効果を奏する理由についても、別途説明する。
【００２８】
　なお、ｘ方向に沿って見た場合には、この例では、発光領域ＬＡ－Ｇ１と発光領域ＬＡ
－Ｂ１との間の距離Ｌ３と、発光領域ＬＡ－Ｇ１と発光領域ＬＡ－Ｂ２との間の距離Ｌ４
とが、互いに等しい。導電部８１１のうち、発光領域ＬＡ－Ｇ１と発光領域ＬＡ－Ｂ１と
の間に存在する部分の幅Ｗ３と、発光領域ＬＡ－Ｇ１と発光領域ＬＡ－Ｂ２との間に存在
する部分の幅Ｗ４とは、互いに等しい。ここでいう幅Ｗ３、Ｗ４は、導電部８１１のｘ方
向に沿った長さに対応する。また、この例では、各発光領域ＬＡと導電部８１１との間の
ｘ方向に沿った距離は互いに等しいが、必ずしも等しくなくてもよい。
【００２９】
［表示装置の断面構成］
　続いて、図１に示す表示領域Ｄ１から端子領域１９９までの領域を含む範囲における表
示装置１０００の断面構成について説明する。
【００３０】
　図４は、本発明の第１実施形態における表示装置の断面構成を示す模式図である。以下
に説明する断面構成は、図１に示すＡ－Ａ’断面線における端面図として表している。第
１基板１における第１支持基板１０および第２基板２は、フレキシブル性を有する有機樹
脂基板である。なお、第１支持基板１０および第２基板２の一方または双方が、ガラス基
板であってもよい。
【００３１】
　第１支持基板１０上に、酸化シリコン、窒化シリコン等の絶縁層２０１を介して薄膜ト
ランジスタ１１０が配置されている。薄膜トランジスタ１１０は、アモルファスシリコン
または結晶性シリコンを半導体層として用いている。なお、半導体層は、酸化物半導体で
あってもよい。
【００３２】
　薄膜トランジスタ１１０を覆うように、絶縁表面を有する層間絶縁層１０８、２００が
配置されている。層間絶縁層２００上には画素電極３００が配置されている。この例では
、層間絶縁層２００は、アクリル樹脂等の有機絶縁層２１０、および窒化シリコン膜（Ｓ
ｉＮ）等の無機絶縁層２２０を含む積層構造である。無機絶縁層２２０は、有機絶縁層２
１０よりも画素電極３００側に配置されている。
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【００３３】
　画素電極３００は、画素１０５のそれぞれに対応して配置され、層間絶縁層２００に設
けられたコンタクトホール２５０を介して導電層１１５に接続されている。導電層１１５
は、薄膜トランジスタ１１０に層間絶縁層１０８を介して接続し、例えば、アルミニウム
（Ａｌ）をチタン（Ｔｉ）で挟んだ積層構造で形成される。画素電極３００は、ＯＬＥＤ
のアノード電極として用いられる。表示装置１０００はトップエミッション方式で画像を
表示するため、画素電極３００は光透過性を有しなくてもよい。この例では、画素電極３
００は、ＯＬＥＤが放出した光を反射する層（例えば、銀を含む金属）およびＯＬＥＤと
接触する面に光透過性を有する導電性金属酸化物層（例えば、ＩＴＯ：Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔ
ｉｎ　Ｏｘｉｄｅ）を含んでいる。
【００３４】
　バンク層４００は、画素電極３００の端部および隣接する画素間を覆い、画素電極３０
０の一部を露出する開口部を備えている。この例では、バンク層４００は、アクリル樹脂
等の有機絶縁材料で形成されている。
【００３５】
　発光部５１０は、ＯＬＥＤであり、画素電極３００および一部のバンク層４００を覆っ
て、これらの構成と接触する。発光部５１０は、複数種類の有機材料を積層した積層構造
を有している。この例では、発光部５１０は、ホール注入層／輸送層５１１、発光層５１
３および電子注入層／輸送層５１５を含む積層構造を有している。発光層５１３は、赤色
、緑色および青色のそれぞれに対応して、異なる組成を有している。異なる色に対応した
隣接する画素においては、発光層５１３がバンク層４００上において分離されている。
【００３６】
　光透過性電極５０３は、発光部５１０を覆い、ＯＬＥＤのカソード電極（画素電極３０
０に対する対向電極）を形成する。光透過性電極５０３は、ＯＬＥＤからの光を透過する
電極であり、例えば、光が透過する程度に薄い金属層等または透明導電性金属酸化物が適
用される。画素電極３００、発光部５１０および光透過性電極５０３によって、発光領域
ＬＡを有する発光素子５００が形成される。この発光領域ＬＡは、バンク層４００によっ
て露出された画素電極３００の領域に対応する。
【００３７】
　封止層６０１、６０３、６０５は、発光素子５００を覆いつつ、表示領域の全体を覆っ
て、発光部５１０への水分、ガス等の発光部５１０を劣化させる成分の到達を抑制するた
めの層である。この例では、封止層６０１、６０５は、窒化シリコン等の無機絶縁層であ
る。封止層６０３は、封止層６０１および封止層６０５に挟まれて配置されたアクリル樹
脂等の有機絶縁層である。有機絶縁層６５０は、封止層６０５を覆う。有機絶縁層６５０
は、用いられなくてもよい。
【００３８】
　導電部８１１は、有機絶縁層６５０上に配置される。導電部８１１は、例えば、アルミ
ニウム（Ａｌ）をチタン（Ｔｉ）で挟んだ積層構造で形成される。なお、導電部８１１は
、他の材料、例えばモリブデン、タングステン、タンタル、クロム、銅またはこれらの合
金等を含んでいてもよい。導電部８１１は、単層構造の金属であってもよいし積層構造の
金属であってもよい。また、導電部８１１は、遮光性を有する金属で形成されているが、
金属よりも遮光性が低い材料（光透過性が高い材料）、例えば、導電性金属酸化物で形成
されていてもよい。
【００３９】
　上述したように、導電部８１１は、第１センサ電極８０１および第２センサ電極８０３
を構成するメッシュ状に配置された導電体部分である。このように、第１センサ電極８０
１と第２センサ電極８０３とを構成する導電部８１１は、同一層であって、同一の絶縁層
（この例では、有機絶縁層６５０）の表面に接して配置されている。すなわち、第１セン
サ電極８０１および第２センサ電極８０３は、いずれも同一の工程で形成された導電部８
１１を有している。絶縁層８５０は、導電部８１１を覆う。絶縁層８５０は、酸化シリコ
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ン膜または窒化シリコン膜等の無機絶縁層を含む。
【００４０】
　接続電極８０５は、絶縁層８５０上に配置され、絶縁層８５０に形成されたコンタクト
ホール８５８を介して、導電部８１１と接続している。上述したように、接続電極８０５
は、隣接する第１センサ電極８０１をつなぐように、導電部８１１の一部と接続している
。取出配線８８０は、絶縁層８５０上に配置され、絶縁層８５０に形成されたコンタクト
ホール８５９を介して、導電部８１１と接続している。接続電極８０５と取出配線８８０
とは、同一層であって、同一の絶縁層８５０上に配置されている。接続電極８０５および
取出配線８８０は、導電部８１１と同様の材料で形成されてもよいし、異なる材料で形成
されてもよい。なお、前述したが、導電部８１１と接続電極８０５については、その上下
関係は図４の逆であってもよい。取出配線８８０については、導電部８１１を形成する層
か、接続電極８０５を形成する層のうち、上層で形成するのが好ましい。
【００４１】
　取出配線８８０は、層間絶縁層２００に形成されたコンタクトホール２５８を介して、
保護電極３０８に覆われた端子配線１１９と電気的に接続する。保護電極３０８は、画素
電極３００と同一の材料で形成されていてもよい。端子配線１１９は、端子領域１９９に
おいてコンタクトホール２５９によって露出された部分が、保護電極３０９で覆われてい
る。この部分が端子領域１９９における接続端子の一部となる。ＦＰＣ９５０は、異方性
導電層９０９を介して、接続端子に電気的に接続される。
【００４２】
　有機保護膜７００は、第１基板１と第２基板２との間に充填されて、これらを貼り合わ
せる材料であり、例えば、光透過性を有するアクリル樹脂である。この例では、第２基板
２と有機保護膜７００との間には、円偏光板９００が配置されている。円偏光板９００は
、１／４波長板９１０と直線偏光板９２０とを含む積層構造を有している。この構成によ
り、発光領域ＬＡからの光が第２基板２の表示面ＤＳから外部に放出される。以上が、表
示装置１０００の断面構成についての説明である。
【００４３】
［センサ電極の発光への影響］
　続いて、第１センサ電極８０１および第２センサ電極８０３における導電部８１１が、
発光領域ＬＡからの発光に与える影響（遮光状態）について説明する。
【００４４】
　図５は、本発明の第１実施形態におけるセンサ電極による遮光状態を説明する図である
。図５は、表示装置１０００の断面構成のうち、発光領域ＬＡと導電部８１１との位置関
係に注目して示した図である。各発光領域ＬＡからの光は、所定の拡がりを有して表示面
ＤＳに向けて放射される。一方、放射された光は、導電部８１１（第１導電部８１１ａお
よび第２導電部８１１ｂ）により一部が遮光される。
【００４５】
　例えば、発光領域ＬＡ－Ｇ１から放射される光のうち、正面方向に対して角度Ａ１を有
する方向ＧＤ１よりも外側（さらに大きい角度の方向）に拡がる光は、第２導電部８１１
ｂによって遮られる。また、発光領域ＬＡ－Ｒ１から放射される光のうち、正面方向に対
して角度Ａ１を有する方向ＲＤ１よりも外側（さらに大きい角度の方向）に拡がる光は、
第１導電部８１１ａによって遮られる。
【００４６】
　図５において、発光領域ＬＡ－Ｒ１と第１導電部８１１ａとの距離ＳＲ１と、発光領域
ＬＡ－Ｇ１と第２導電部８１１ｂとの距離ＳＧ１とが等しい。そのため、ユーザが表示面
ＤＳに対して垂直方向から徐々に斜め方向に角度を変えて視認した場合、第１導電部８１
１ａと第２導電部８１１ｂとの影響により、発光領域ＬＡ－Ｇ１、ＬＡ－Ｒ１からユーザ
に到達する光が同じように減少する。このとき、いずれの色も、発光領域と導電部との距
離が同じように規定されていることで、それぞれほぼ同じ角度Ａ１を越えると大幅に減少
することになる。したがって、この構成によれば、少なくとも緑色と赤色との関係におい
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て、斜め方向に見た場合に色の割合が変わってしまうことを抑制することができる。
【００４７】
　また、青色の発光領域ＬＡ－Ｂと導電部８１１との関係においても同じように配置の関
係を設定することで、青色についても他の色との割合が変わってしまうことを抑制するこ
とができる。例えば、図３に示すように、発光領域ＬＡ－Ｂ１と導電部８１１との間のｙ
方向の距離ＳＢ１が、上記の距離ＳＧ１または距離ＳＲ１と等しくなるようにすればよい
。発光領域ＬＡ－Ｂ２と導電部８１１とのｙ方向の距離ＳＢ２についても、距離ＳＢ１と
同様である。また、発光領域ＬＡ－Ｂ３と導電部８１１との間のｙ方向の距離ＳＢ３が、
上記の距離ＳＧ２または距離ＳＲ２と等しくなるようにすればよい。
【００４８】
　また、角度Ａ１とは反対方向の角度Ａ２においても、同様のことがいえる。すなわち、
発光領域ＬＡ－Ｇ１から放射される光のうち、正面方向に対して角度Ａ２を有する方向Ｇ
Ｄ２よりも外側（さらに大きい角度の方向）に拡がる光は、第１導電部８１１ａによって
遮られる。一方、発光領域ＬＡ－Ｒ２から放射される光のうち、正面方向に対して角度Ａ
２を有する方向ＲＤ２よりも外側（さらに大きい角度の方向）に拡がる光は、第２導電部
８１１ｂによって遮られる。距離ＳＧ２と距離ＳＲ２とが等しいためにこのような現象が
生じる。
【００４９】
　なお、距離ＳＧ１と距離ＳＧ２とは等しくなくてもよい。また、距離ＳＲ１と距離ＳＲ
２とは等しくなくてもよい。例えば、Ｒ、Ｇ、Ｂのうち、輝度の変化が認識されやすい色
について、発光領域ＬＡと導電層との距離を大きくして、遮光される範囲が小さくなるよ
うにしてもよい。また、距離ＳＧ１と距離ＳＧ２と距離ＳＲ１と距離ＳＲ２とが等しくて
もよく、この場合には、角度Ａ１と角度Ａ２との絶対値は等しくなる。
【００５０】
　また、必ずしも距離ＳＧ１と距離ＳＲ１とが等しい場合に限らず、さらに、距離ＳＧ２
と距離ＳＲ２とが等しい場合に限られない。この場合には、所定の角度の範囲においては
、一方の色が遮光される範囲が広くなるため、色割合が変わってしまうことがある。しか
しながら、隣接する表示領域ＬＡの距離が小さいほど、その部分に対応して配置される導
電部８１１の幅が小さい、すなわち、この例では、幅Ｗ１より幅Ｗ２が小さいという条件
を満たせば、後述する比較例に比べて色割合が変わってしまう範囲を少なくすることがで
きる。
【００５１】
　また、導電部８１１に遮光性の材料を用いる場合には、斜め方向から見た場合の減光の
影響が大きいが、導電部８１１に透光性を有する材料を用いたとしても、透過率に応じて
減光される。したがって、導電部８１１が金属のような遮光性の高い材料でなくても、上
記の効果が得られる。
【００５２】
［比較例］
　続いて、第１実施形態における特徴をよりわかりやすくするために、比較例を用いて説
明する。
【００５３】
　図６は、比較例におけるセンサ電極の詳細形状を説明する図である。図６は、図３の記
載に対応して比較例を示したものである。比較例のセンサ電極においては、導電体が各表
示領域ＬＡの間の領域の中央に配置されて、それぞれ共通の幅を有している。例えば、図
６に示すように、第１センサ電極８００１における導電部８０１１は、第１導電部８０１
１ａの幅ＷＺ１と、第２導電部８０１１ｂの幅ＷＺ２とが等しく、場所によらず共通の幅
を有している。また、距離ＳＲＺ１と距離ＳＧＺ２とが等しく、距離ＳＲＺ２と距離ＳＧ
Ｚ１とが等しい。続いて、比較例における導電部８０１１が、発光領域ＬＡからの発光に
与える影響（遮光状態）について説明する。
【００５４】
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　図７は、比較例におけるセンサ電極による遮光状態を説明する図である。図７は、図５
の記載に対応して比較例を示したものである。この例では、発光領域ＬＡ－Ｇ１から放射
される光のうち、正面方向に対して角度Ｂ１を有する方向ＧＤ１よりも外側に拡がる光は
、第２導電部８１１ｂによって遮られる。一方、発光領域ＬＡ－Ｒ１から放射される光の
うち、正面方向に対して角度Ｂ３を有する方向ＲＤ１よりも外側に拡がる光は、第１導電
部８１１ａによって遮られる。角度Ｂ３は、角度Ｂ１よりも大きい。そのため、角度Ｂ１
から角度Ｂ３までの範囲では、発光領域ＬＡ－Ｇ１からの光は遮られる一方、発光領域Ｌ
Ａ－Ｒ１からの光は遮られない。したがって、角度Ｂ１から角度Ｂ３までの範囲では、発
光領域ＬＡ－Ｇ１からの光のみが減少していくため、視認される色が変化する。
【００５５】
　一方、角度Ｂ１とは反対方向の角度Ｂ２、Ｂ４の関係においても同様のことがいえる。
すなわち、発光領域ＬＡ－Ｒ２から放射される光のうち、正面方向に対して角度Ｂ２を有
する方向ＧＲ２よりも外側に拡がる光は、第２導電部８１１ｂによって遮られる。一方、
発光領域ＬＡ－Ｇ１から放射される光のうち、正面方向に対して角度Ｂ４を有する方向Ｇ
Ｄ２よりも外側に拡がる光は、第１導電部８１１ａによって遮られる。角度Ｂ４は、角度
Ｂ２よりも大きい。そのため、角度Ｂ２から角度Ｂ４までの範囲では、発光領域ＬＡ－Ｒ
１からの光は遮られる一方、発光領域ＬＡ－Ｇ１からの光は遮られない。したがって、角
度Ｂ２から角度Ｂ４までの範囲では、発光領域ＬＡ－Ｒ１からの光のみが減少していくた
め、視認される色が変化する。
【００５６】
　このように、第１実施形態によれば、隣接する発光領域ＬＡの間の距離が小さいほど導
電部の幅を小さくすることによって、斜めから見た場合の色割合が異なってしまう角度範
囲を、比較例に比べて少なくすることができる。特に、距離ＳＧ１と距離ＳＲ１と距離Ｓ
Ｂ１とを等しくしたり、距離ＳＧ２と距離ＳＲ２と距離ＳＢ３とを等しくしたりすること
で、ｙ方向に沿って斜めから見た場合において、色割合が異なる角度範囲を極限まで小さ
くすることができる。ｘ方向についても、ｙ方向と同様に発光領域ＬＡと導電部８１１と
の関係を設定することによって、同様の効果を得ることができる。
【００５７】
＜第２実施形態＞
　第１実施形態では、色が異なって隣接する発光領域ＬＡの間の全てにおいて導電部８１
１が配置されていたが、第２実施形態では発光領域ＬＡの間の一部において導電部８１１
が配置されていない第１センサ電極８０１Ａについて説明する。第２センサ電極について
は、第１センサ電極８０１Ａと同様な構成であるため説明を省略する。
【００５８】
　図８は、本発明の第２実施形態におけるセンサ電極の詳細形状を説明する図である。第
２実施形態においては、ｙ方向について、発光領域ＬＡと導電部８１１との間の距離が第
１実施形態に比べて大きくなっている。例えば、発光領域ＬＡ－Ｒ１と第１導電部８１１
Ａａとの間の距離ＳＲＡ１は、第１実施形態における距離ＳＲ１よりも大きくなっている
。発光領域ＬＡ－Ｇ１と第１導電部８１１Ａａとの間の距離ＳＧＡ２についても同様に、
第１実施形態における距離ＳＧ２よりも大きくなっている。発光領域ＬＡ－Ｇ１と発光領
域ＬＡ－Ｒ１との間の距離Ｌ１は第１実施形態と同じであるため、第１導電部８１１Ａａ
の幅Ｗ１は、第１実施形態における第１導電部８１１ａの幅Ｗ１よりも小さくなっている
。
【００５９】
　第１実施形態における距離ＳＧ１と距離ＳＲ２とをそれぞれ、第２実施形態に適用する
ために距離ＳＲＡ１と距離ＳＧＡ２とに置き換えると、第１実施形態における第２導電部
８１１ｂの幅Ｗ２が０以下になる。そのため、第２実施形態においては、第２導電部８１
１ｂに相当する構成は存在しない。すなわち、発光領域ＬＡ－Ｇ１と発光領域ＬＡ－Ｒ２
との間には、導電部８１１Ａが配置されていない。このように、一部の発光領域ＬＡの間
において、導電部８１１Ａが存在しなくてもよい。
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【００６０】
　本発明の思想の範疇において、当業者であれば、各種の変更例及び修正例に想到し得る
ものであり、それら変更例及び修正例についても本発明の範囲に属するものと了解される
。例えば、前述の各実施形態に対して、当業者が適宜、構成要素の追加、削除若しくは設
計変更を行ったもの、または、工程の追加、省略若しくは条件変更を行ったものも、本発
明の要旨を備えている限り、本発明の範囲に含まれる。
【符号の説明】
【００６１】
１…第１基板、２…第２基板、１０…第１支持基板、１０１…走査線、１０３…データ信
号線、１０５…画素、１０７…駆動回路、１１０…薄膜トランジスタ、１１５…導電層、
１１９…端子配線、１９９…端子領域、２００…層間絶縁層、２１０…有機絶縁層、２２
０…無機絶縁層、２５０…コンタクトホール、２５８…コンタクトホール、２５９…コン
タクトホール、３００…画素電極、３０８…保護電極、３０９…保護電極、４００…バン
ク層、５００…発光素子、５０３…光透過性電極、５１０…発光部、５１１…ホール注入
層／輸送層、５１３…発光層、５１５…電子注入層／輸送層、６０１…封止層、６０３…
封止層、６０５…封止層、６５０…有機絶縁層、７００…有機保護膜、８００…タッチセ
ンサ、８０１，８０１Ａ…第１センサ電極、８０３…第２センサ電極、８０５…接続電極
、８１１，８１１Ａ…導電部、８１１ａ，８１１Ａａ…第１導電部、８１１ｂ…第２導電
部、８１８…開口部、８５０…絶縁層、８５８…コンタクトホール、８５９…コンタクト
ホール、８８０…取出配線、９００…円偏光板、９０９…異方性導電層、９１０…波長板
、９２０…直線偏光板、９５０…ＦＰＣ、１０００…表示装置、８００１…第１センサ電
極、８０１１…導電部、８０１１ａ…第１導電部、８０１１ｂ…第２導電部

【図１】 【図２】
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